
労
災
保
険
給

付
の
額
の
算
定

の
基
礎
と
な
る

額
を
「
給
付
基

礎
日
額
」
と
い

い
ま
す
。

労
災
保
険
給

付
の
う
ち
療
養

給
付
と
葬
祭
料

の
定
額
部
分
を

除
き
、
す
べ
て

給
付
基
礎
日
額

に
給
付
日
数
ま

た

は

給

付

率

（
パ
ー
セ
ン
ト
）

を
乗
じ
て
算
定

さ
れ
ま
す
。

給
付
基
礎
日
額
は
、
原
則
と

し
て
労
働
基
準
法
第
十
二
条
の

平
均
賃
金
（
※
）
に
相
当
す
る

額
で
す
。

平
均
賃
金
は
、
原
則
と
し
て
、

算
定
事
由
が
生
じ
た
日
前
三
か

月
間
の
一
日
当
た
り
の
賃
金
額

で
す
。

（
図
1
参
照
）

算
定
事
由
が
生
じ
た
日
と
は
、

死
傷
の
原
因
で
あ
る
事
故
が
発

生
し
た
日
ま
た
は
医
師
の
診
断

に
よ
り
疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と

が
確
定
し
た
日
で
す
。

賃
金
締
切
日
が
定
め
ら
れ
て

い
る
と
き
は
、
算
定
事
由
が
生

じ
た
日
の
直
前
の
賃
金
締
切
日

と
な
り
ま
す
。

（
※
）
名
称
を
問
わ
ず
、
労
働

の
対
償
と
し
て
使
用
者
か
ら
支
払

わ
れ
た
も
の
。

慶
弔
手
当
な
ど
臨
時
に
支
払
わ

れ
た
賃
金
、
年
三
回
以
内
の
賞
与

な
ど
3
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と

に
支
払
わ
れ
た
賃
金
な
ど
は
、
算

入
し
な
い
。

な
お
、
三
か
月
の
期
間
の
中
に
、

①
．
業
務
上
の
傷
病
に
よ
る
療

養
の
た
め
に
休
業
し
た
期
間
、

②
．
産
前
産
後
の
休
暇
期
間
、

③
．
育
児
休
業
等
育
児
又
は
家

族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福

祉
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い

て
育
児
休
業
し
た
期
間

な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

日
数
と
そ
の
期
間
中
に
支
払
わ

れ
た
賃
金
は
、
差
し
引
い
て
計

算
し
ま
す
。

ま
た
、
雇
入
れ
後
三
か
月
に

満
た
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
雇

入
れ
後
の
賃
金
総
額
を
雇
い
入

れ
後
の
総
日
数
で
除
し
て
算
定

し
ま
す
。

賃
金
が
日
給
や
時
間
給
又
は
出

来
高
給
な
ど
の
請
負
給
の
場
合
で
、

平
均
賃
金
額
が
平
均
的
生
活
賃
金

に
比
べ
て
低
額
な
と
き
は
、
平
均

賃
金
の
最
低
保
障
額
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

最
低
保
障
額
は
、
賃
金
総
額
を

そ
の
期
間
中
の
実
際
の
労
働
日
数

で
除
し
て
得
た
金
額
の
六
〇
％
で

す
。

（
図
２
参
照
）

日
雇
労
働
者
の
平
均
賃
金
は
、

特
別
な
計
算
方
法
で
す
。

平
均
賃
金
の
算
定
事
由
が
生
じ

た
日
前
一
か
月
間
に
、
そ
の
災
害

の
発
生
し
た
事
業
場
に
使
用
さ
れ

た
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

期
間
中
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
総

額
を
、
そ
の
期
間
中
に
そ
の
事
業

場
で
労
働
し
た
日
数
で
除
し
た
金

額
の
七
十
三
％
と
し
ま
す
。

（
図
３
参
照
）
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原
則
は

「
平
均
賃
金
」

原
則
的
な

算
定
方
法

今
月
か
ら
三
回
に
分
け
て
、
労
災
保
険

給
付
の
算
定
に
欠
か
せ
な
い
「
給
付
基
礎

日
額
」
と
「
算
定
基
礎
日
額
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

最
低
保
障
あ
り

事由発生日以前3 ヵ月間の賃金総額

事由発生日以前3 ヵ月間の暦日数

平均賃金 ＝

最低保障額 ＝

賃金総額

その期間中の実際の労働日数

※平均賃金の算定事由が生じた日前1か月間に、その災害の発生した

事業場に使用された期間がある場合

その期間中に支払われた賃金の総額

その期間中にその事業場で労働した日数

日雇労働者の平均賃金 ＝

× 0.6

× 0.73

（図1）

（図2）

（図3）



昨
年
の
国
会
で
成
立
し
た
改
正

障
害
者
雇
用
促
進
法
に
よ
り
、
二

〇
一
六
年
四
月
か
ら
す
べ
て
の
事

業
主
に
対
し
て
、
障
が
い
者
を
雇

用
す
る
際
の
差
別
禁
止
と
職
場
環

境
配
慮
が
義
務
化
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
差

別
の
禁
止
に
関
す
る
指
針
と
機
会

の
確
保
等
に
関
す
る
指
針
を
定
め

る
た
め
に
、
労
働
政
策
審
議
会
障

害
者
雇
用
分
科
会
か
ら
指
針
と
し

て
必
要
な
事
項
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

対
象
と
な
る
障
が
い
者
を
障
害

者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
一
号
に

規
定
す
る
障
害
者
と
し
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
事
業
主
は
、
す
べ
て

の
事
業
主
で
、
例
外
は
あ
り
ま
せ

ん
。差

別
の
禁
止
項
目
と
し
て
、
募

集
及
び
採
用
、
賃
金
、
配
置
、
昇

進
、
降
格
、
教
育
訓
練
、
福
利
厚

生
、
職
種
の
変
更
、
雇
用
形
態
の

変
更
、
退
職
の
勧
奨
、
定
年
、
解

雇
、
労
働
契
約
の
更
新
な
ど
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
障
が
い
者
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
排
除
す
る
こ
と
や
、

そ
の
条
件
を
障
が
い
者
に
対
し
て

の
み
不
利
な
も
の
と
す
る
こ
と
が

差
別
に
該
当
す
る
、
と
し
て
い
ま

す
。一

方
、
障
が
い
者
に
対
し
て
有

利
な
対
応
を
す
る
こ
と
は
“
積
極

的
差
別
是
正
措
置
”
と
し
て
差
別

に
当
た
ら
な
い
事
項
と
し
て
い
ま

す
。合

理
的
配
慮
と
は
、
募
集
及
び

採
用
や
採
用
後
に
障
が
い
者
へ
の

均
等
な
機
会
と
待
遇
の
確
保
の
支

障
と
な
っ
て
い
る
事
情
を
改
善
す

る
た
め
の
必
要
な
措
置
で
す
。

対
象
の
障
が
い
者
や
事
業
主
は
、

差
別
の
禁
止
と
同
様
で
す
。

合
理
的
配
慮
の
提
供
と
し
て
、

例
え
ば
、
募
集
及
び
採
用
時
に
聴

覚
障
害
や
言
語
障
害
の
方
の
面
談

に
は
筆
談
を
用
い
る
こ
と
や
、
車

椅
子
の
方
に
対
し
て
、
移
動
ス
ペ
ー

ス
を
十
分
確
保
す
る
こ
と
や
机
の

高
さ
を
調
整
す
る
こ
と
等
、
作
業

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

該
当
し
ま
す
。

た
だ
し
、
合
理
的
配
慮
の
提
供

に
つ
い
て
は
、
事
業
主
に
対
し
て

「
過
重
な
負
担
」
を
及
ぼ
す
こ
と

と
な
る
場
合
を
除
く
、
と
し
て
い

ま
す
。

一
〇
日

○
労
働
保
険
の
今
年
度
の
概
算
保

険
料
の
申
告
と
昨
年
度
分
の
確
定

保
険
料
の
申
告
書
の
提
出
期
限

（
～
七
月
一
〇
日
）

［
都
道
府
県
労
働
局
ま
た
は
労
働

基
準
監
督
署
］

○
健
保
・
厚
年
の
算
定
基
礎
届
の

提
出
期
限
（
七
月
一
日
～
一
〇
日
）

［
年
金
事
務
所
又
は
健
保
組
合
］

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

十
五
日

○
身
障
者
・
高
齢
者
・
外
国
人
雇

用
状
況
報
告
書
の
提
出

［
公
共
職
業
安
定
所
］

三
十
一
日

○
労
働
者
死
傷
病
報
告
の
提
出

（
休
業
四
日
未
満
、
四
月
～
六
月

分
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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第
百
八
十
六
通
常
国
会
で
労

働
関
係
六
法
案
が
成
立
し
ま
し

た
。そ

の
中
に
は
、
労
働
者
へ
の

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
を

事
業
者
に
義
務
づ
け
る
安
衛
法

や
、
過
労
死
等
の
防
止
対
策
を

国
の
責
務
と
す
る
こ
と
を
盛
り

込
ん
だ
過
労
死
防
止
基
本
法
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
傍
ら
で
「
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ

シ
ョ
ン
」
導
入
に
向
け
て
検
討

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。

（
ぎ
ん
）

七
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-571-8611

〒601-1456
京都市伏見区小栗栖南後藤町6-26-203

編
集
後
記

「
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
」

か
ら
の
指
針

“
差
別
の
禁
止
”
に
つ
い
て

“
合
理
的
配
慮
の
提
供
”
に

つ
い
て

平成26年７月から協会けんぽの健康保険給付申請

書が変更になりました。

今回の新様式は、記入箇所を見やすく大きく整理

され、記入漏れを減らす工夫をしたとのことです。

手元にお持ちの申請書があれば、平成26年12月ま

で使用できますが、順次切り替えをお勧めします。

また、平成27年２月頃には、協会けんぽのホーム

ページから申請書を作成できるよう準備中です。書

類の記入漏れ・誤りによる返戻件数削減を目的とし

ているようです。

協会けんぽの

ホームページへ

申請書の

項目欄を

入力

申 請 書 を

印字

協会けんぽ

へ郵送

申請書入力支援サービスのイメージ


